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中京パイプ工業株式会社

代表取締役社長　山田 晶子

〒486-0952

愛知県春日井市追進町2丁目38番地

☎ 0568-31-7161    FAX 0568-32-3313

5887㎡ (1784坪)

3300㎡ (1000坪)

1292㎡ (392坪)

石川　司

☎ FAX 上記と同じ

E-mail : tsukasaishikawa@cpikk.com

事業所の全組織・全活動

昭和35年２月（1960年２月）

3,000万円

2,891百万円(2023年2月末)

男性：51名　　女性：41名

    (役員/正社員/パート/派遣) 計：92名（2023年2月末）

♢ 連絡先

♢ 工場敷地

♢ 延床面積

♢ 駐車場面積

♢ 環境責任者

１、会社概要
(1)会社名及び代表者名

♢ 会社名

♢ 代表者

♢ 所在地

♢ 資本金

♢ 売上高

♢ 従業員数

(2)事業の内容

♢ 非鉄金属管の製造加工・販売

(3)エコアクション21 対象範囲

(4)会社の規模

♢ 創業
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 中京パイプ工業株式会社は、銅管・真鍮管の加工を通じて、かけがえのない

地球環境を守り持続可能な社会の構築に貢献するため、環境保全・省資源、

省エネルギー等に配慮し、企業として最高の環境品質と顧客満足度の向上に

努めた行動を取ります。

また豊かな自然との調和を図る物造りを目指します。

 当社は環境基本理念に基づき、環境経営に配慮した金属加工事業に取り組み、

継続的な地域社会、環境との調和と共生を目指し、次の活動を行う環境経営を継続します。

①環境関連の法規、条例、その他の要求事項を遵守します。

②エネルギーと水資源の消費量を削減し、CO2の排出削減に努めます。

③廃棄物の排出削減に取り組み、資源の再利用に取り組みます。

④工場、事務所ともグリーン購入を推進します。

⑤環境経営に関する教育、社内広報活動を行い従業員の意識向上を図ります。

⑥地域社会との共生を推進するため、工場周辺の清掃を励行し公共行事に

　積極的に参加、協力します。

２、環境経営方針
＜環境基本理念＞

＜環境行動方針＞

制定：2011年3月1日

改訂：2023年10月27日
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※マークは環境管理委員会メンバー

環境方針の決定

環境経営システムの定期監査と承認

環境管理責任者ならびに環境推進リーダーの任命と解任

環境活動計画の監査と承認

環境活動計画に対する経営資源投入案の承認

環境方針の立案

環境管理委員会の運営責任

環境経営システム・活動計画の企画立案と運営

環境経営状況を社長ならびに全従業員に定期的に報告

環境経営活動の企画と運営

環境関連教育の企画と運営

環境活動実施状況の記録と進捗管理、報告

環境経営に関する情報収集と文章管理

環境負荷物質の記録管理

環境管理委員会の補助

毎朝の部門ミーティングでの環境活動報告と課題協議

部門目標の進捗確認、部門内の従業員への周知と指導

環境経営について決議事項を遵守し自主的、積極的に参加

社長

（経営責任者)

環境管理責任者

環境管理委員会

事務局

部門長

全従業員

３、環境管理組織図

中京パイプ工業株式会社

環境管理事務局 2020年8月末日 現在

役職 権限と責任範囲

代表取締役社長

※山田 晶子

環境管理責任者

※石川 司 環境管理委員会

事務局

第一製造

銅管 ※磯村

第二製造

銅管 ※竹田

第三製造

銅管 ※金澤

第四製造

真鍮管 ※藤田

管理

※吉田・榊間
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・ 58期の実績から毎期毎に「1%」の削減を目標にして活動していましたが、出荷製品の

多工程化や気候変化(真夏日・真冬日増加）等により現状の実態が変化しているため

64期(2022年度)より「前年度の実績」から「1%」の削減を目標に活動します。

その他の環境関連活動として、グリーン調達適合商品の継続購入を推進します。

(*)⑥廃プラは年度により実測値が大きく変わる為、目標値を継続します。

<備考＞

①～⑥　生産(t)当り = 実績 ÷ 生産実績（合計）

⑦　　　生産(t)当り = 実績 ÷ 生産実績（真鍮管）　

※ 電力のCO2排出量はHTBエナジー2019年 調整後排出係数 0.511(kg-CO2/kWh)を

適用しています。

・ 本年度より新たな環境経営目標として、不良率の削減を設定します。

具体的にはスクラップの比率を前年度実績から「0.5%」の削減を目標として活動します。

４、環境経営目標
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(1) 環境目標に影響する生産性向上に対しては、機械設備の増設・更新と共に、

労働者の作業環境を整える環境設備も同様に更新をおこないます。

関連資料：CPI管-0178 2022年度 設備投資計画

(機械)カットオフベンダー更新

(環境)エアコンクリーニング

(環境)ベンドエリア空調ブース化

(機械)NCベンダー更新

(環境)トイレ改修

(機械)ボール盤の増設

(機械)プレス機の増設

(環境)工場内の段差解消

(2) 個別の活動計画は下表であり、基本作業を徹底します。

設備電源のON/OFF管理

空調温度管理の徹底（冷房28°暖房20°）

残業、休日出勤の削減

都市ガス 焼鈍炉の運転時間削減

LPG ロウ付け作業量を精査し適正な作業時間管理

不良 不良発生原因の追究とその改善

酸性水の完全中和時の適切な水量管理

酸洗槽の入れ替え時の入れすぎ防止

廃油 機械油・ストロール油の適切な使用

分別回収の推進

資源の有効活用

汚泥 中和剤の適切な使用量管理

グリーン調達品の継続購入

全体

項目 主な活動計画の内容

電力

５、環境経営計画

部門(工場) 主な設備投資計画

第一工場

第二工場

第三工場

CO2

削減

水

産廃 廃プラ

環境物品
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(1) 環境目標に大きく影響する生産実績とスクラップ量は下表になります。

(2) 環境目標に対する実績と判定は下表になります。

・ 銅管は年度を通して受注増の一方で、真鍮管は受注減となりましたが効率的な

生産を実施した結果、多くの項目で目標を達成できました。

<備考＞

判定の基準　達成率：110%以上=◎　90%～110%=〇   80%～90％=△   80%未満=X　

①～⑥　生産(t)当り = 実績 ÷ 生産実績（合計）

⑦　　　生産(t)当り = 実績 ÷ 生産実績（真鍮管）　

⑧　　　比率 = スクラップ量 ÷ 生産実績（合計）　

* 電力のCO2排出量は下表を適用しています。

年度

2019

2021

2021

６、環境実績

期間

～2022.3

2022.4～7

2022.8～

0.489(kg-CO2/kWh)

0.435(kg-CO2/kWh)

電力会社

HTBエナジー㈱

㈱Looop

中部電力パワーグリッド㈱

調整後排出係数

0.511(kg-CO2/kWh)
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納入待ち △

2022.7 〇

2022.11 〇

納入待ち △

見積 △

2022.9 〇

見積 △

見積 △

＜個別評価＞

(1) 〇印は計画を達成できました。

(2) △印は納入待ち及び納期確定できない為見積のみで、計画を達成できませんでした。

設備電源のON/OFF管理 〇

空調温度管理の徹底（冷房28°暖房20°） 〇

残業、休日出勤の削減 〇

都市ガス 焼鈍炉の運転時間削減 〇

LPG ロウ付け作業量を精査し適正な作業時間管理 △

不良 不良発生原因の追究とその改善 〇

酸性水の完全中和時の適切な水量管理 ◎

酸洗槽の入れ替え時の入れすぎ防止 ◎

廃油 機械油・ストロール油の適切な使用 ◎

分別回収の推進 ◎

資源の有効活用 ◎

汚泥 中和剤の適切な使用量管理 X

グリーン調達品の継続購入 〇

＜個別評価＞

(1) ◎、〇印は設備管理と活動計画の実施により目標を達成できました。

(2) △印のLPGは銅製品でロウ付けする製品が増えた結果、目標を達成できませんでした。

(3) Ｘ印の汚泥は工程数が多い製品の生産量が増加し、目標を達成できませんでした。

７、活動計画の評価

主な設備投資計画

(機械)カットオフベンダー更新

(環境)エアコンクリーニング

(環境)ベンドエリア空調ブース化

実施月

全体

項目 主な活動計画の内容 評価

部門(工場) 評価

電力

第二工場

第三工場

(機械)NCベンダー更新

(環境)トイレ改修

(機械)ボール盤の増設

(機械)プレス機の増設

(環境)工場内の段差解消

CO2

削減

第一工場

水

産廃 廃プラ

グリーン調達
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来期(65期)は、本期と同様に「前年度実績」から-1%の削減を目標にしますが、

前年度の目標を達成できなかった「③LPG」「⑦汚泥」は64期の実測値を超えない

活動を実施します。

その他の環境関連活動として、グリーン調達適合商品の継続購入を推進します。

(*)⑥廃プラは年度により実測値が大きく変わる為、目標値を継続します。

<備考＞

①～⑥　生産(t)当り = 実績 ÷ 生産実績（合計）

⑦　　　生産(t)当り = 実績 ÷ 生産実績（真鍮管）　

* 電力のCO2排出量は中部電力パワーグリッド㈱

 2021年 調整後排出係数 0.435(kg-CO2/kWh)を適用しています。

＜不良率の削減＞

・ 本年度と同様に「前年度実績」から-0.5%の削減を目標として活動します。

８、来期の環境経営目標
＜目標値の設定＞
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(1) 昨年度できなかった設備更新を中心に、必要な環境整備に投資を実施します。

関連資料：CPI管-0202 2023年度 設備投資計画

(環境)キュービクルトップランナー変圧器に更新

(2) 個別の活動計画は下表であり、基本作業を徹底します。（スケジュールは通年）

設備電源のON/OFF管理

空調温度管理の徹底（冷房28°暖房20°）

残業、休日出勤の削減

都市ガス 焼鈍炉の運転時間削減

LPG ロウ付け作業量を精査し適正な作業時間管理

不良 不良発生原因の追究とその改善

酸性水の完全中和時の適切な水量管理

酸洗槽の入れ替え時の入れすぎ防止

廃油 機械油・ストロール油の適切な使用

分別回収の推進

資源の有効活用

汚泥 中和剤の適切な使用量管理

グリーン調達品の継続購入

９、来期の環境経営計画

部門(工場) 主な設備投資計画

第一工場

(機械)カットオフ機の更新

(機械)バーリング機の新設

(環境)レイアウトに合わせた配線工事

項目

電力

水

第二工場

(機械)NCベンダー機の更新(2台)

(環境)トイレ改修

第三工場
(機械)ボール盤更新

(環境)雨漏り対策、排水工事

(機械)端末機の更新

CO2

削減

全体
(環境)工場内の段差解消

主な活動計画の内容 担当

各課 係長

第四製造課 藤田

第三製造課 島﨑

各課 係長

第四製造課 藤田

産廃 廃プラ

環境物品

各課 係長

各課 係長

第四製造課 藤田

管理課 高田
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環境関連法規については、「環境法規制のまとめ及び遵守記録」より調査した結果、

すべて遵守しており関係当局からの違反、環境に関する苦情、訴訟等の指摘は

過去10年間ありませんでした。

関連する法令等の名称は下表のとおりです。

騒音規制法　

県民の生活環境の保全等に関する条例

振動規正法

県民の生活環境の保全等に関する条例

フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律

（フロン排出抑制法）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

（廃掃法）

使用済自動車の再資源化等に関する法律

（自動車リサイクル法）

特定家庭用機器再商品化法

（家電リサイクル法）

使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律

（小型家電リサイクル法）

毒物及び劇物取締法

（毒劇法）

資源の有効な利用の促進に関する法律

（リサイクル法）

下水道法　

春日井市下水道条例

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律

（グリーン購入法）

水質汚濁防止法

（水濁法）

労働安全衛生法

（安衛法）

消防法　

春日井市火災予防条例

1

2

3

4

5

6

10、環境関連法規への遵守と訴訟等の有無

No. 名称

7

8

9

10

11

12

13

14
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・年度を通して受注が好調であり、効率的な生産で多くの

　項目で目標を達成した。

・新たな試みの不良率削減は、不良内容を精査し水平展開で

　同不良を最小限にする活動を継続のこと。

・遅れている機械設備(増設・更新）はメーカーと密に連絡を取り、

　最短納入できるように努めること。

必要 不要 ＜社長所見＞

必要 不要 各項目の変更は

必要なし、来期も

必要 不要 継続のこと。

※3S活動で「安全」「快適」「効率的」な職場のため引続き

　「整理・整頓・清掃」の意識付けを促進のこと。

　経営・行動・環境の方針おいて満足する結果であったが、

　労働災害が3件発生した。(1件が重大労災)

　月/1回、開催している「安全衛生委員会」の内容を作業者目線に

　置き換え、安全に作業が実施されているかの確認/是正に変更

　すること。

2023年4月20日(木)     10:30 ～ 11:30

場所 会議室

１１、代表者による

全体の評価と見直し・指示

実施日

指示事項

　第三次三ヵ年計画の2年目の評価としては、

出席者
山田社長、

環境管理者：石川工場長　　事務局：吉田部長

使用した資料
64期実績表(環境活動レポート作成用資料）、

環境負荷の自己チェックシート、

環境への取組みチェックシート　他

評価

見直し

①環境経営方針

②環境経営目標及び

　環境経営計画

③実施体制

中京パイプ

23/04/20

山田

中京パイプ

23/04/20

石川

中京パイプ

23/04/20

吉田
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